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１ 会議名 令和５年度第１回長岡市文化財保護審議会 

２ 開催日時 令和５年８月24日(木) 13：30〜 

３ 開催場所 さいわいプラザ４階 教育委員会会議室 

４ 出席者名 審議会委員 

平山委員長、三富副委員長、飯島委員、田中委員、 

長谷川委員、深澤委員、星野委員、西田委員 

委員以外の出席者 

竹内教育部長 

(事務局＝科学博物館) 

小熊館長、神保館長補佐、鳥居係長、小林主査、 

丸山主査、加藤主査、田中学芸員 

５ 欠席者名 鳴海委員、羽鳥委員 

６ 議題 （1） 「城山一本杉」の現状変更について 

（2） 新たに指定された新潟県文化財について 

（3） その他 

科学博物館企画展見学 

７ 審議結果の概要 （1） 「城山一本杉」の現状変更について（資料 No.1） 

概要を事務局より報告 

（2） 新たに指定された新潟県文化財について（資料 No.2） 

概要を事務局より報告 

（3） その他 

市指定文化財「順動丸シャフト」について、委員より質問 

８ 審議の内容 
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（１） 「城山一本杉」の現状変更について 

事務局より報告 

・樹齢の判定はできたのか。 

内部が空洞となっており、判定はできなかった。 

 

・伐採により指定は解除となるのか。 

根の付近から新芽が生えており、歴史的な由来から指定されている樹

木のため、指定を継続し新芽を育てていきたい。 

 

・そのほかの文化財についても継承が難しいものも増えているがどう

するのか。 

所有者の判断が尊重されるが、長岡市としても継承のための相談に乗

っていきたい。 

 

・伐採に際して記録はとっているのか。 

詳細記録は倒れる危険があったためとることはできなかったが、写真

などの記録は保管している。 

 

（２） 新たに指定された新潟県文化財について 

①「雪之図」 

事務局より報告 

・今後の継承や災害対策について問題はないか。 

継承については問題があるとの報告はないが、相談があれば話し合い

たい。また、保管はしっかりなされており、大きな問題はいないと思

われる。 

 

・高精細カメラでの撮影などはしているのか。 

高精細ではないが、市史編さん室で撮影した中判カメラのフィルムが

存在している。 

 

・新潟県での寄託制度などはあるのか。 

制度としてはないが、県立歴史博物館などで文化財の寄託の実績はあ

る。 

 

②五千石遺跡出土品 

・鉄製工具の玉つくりへの導入が確認されたと資料にあるがどのよう
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なものか。 

管玉原石の分割や管玉の穿孔に鉄製工具を使用した痕跡が見つかって

いる。ただし、工具自体は見つかっていない。 

 

・北部九州由来の羽口は、他地域ではどこで出土しているのか。 

博多などで見つかっているが、本州ではあまりない。 

 

・燕市も同遺跡を発掘しているが、指定は長岡市のみなのか。 

指定となった古墳時代前期の遺物は長岡市の発掘地点を中心として出

土したため、指定は長岡市所有のもののみとなった。 

 

その他 

（１）市指定文化財「順動丸シャフト」について 

・順動丸シャフトの保存事業について、現状を聞きたい。 

文化庁から補助を受け、資料の保存事業を行っている。現在脱塩処理

を行い、トレハロースを使用した保存処理を行う予定。今後は PRを行

いながら事業を進めていく。 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


